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問�

　

自
宅
を
持
た
な
い
高
齢

者
等
の
、
市
営
住
宅
や
民

間
ア
パ
ー
ト
等
へ
の
入
居

実
態
は
。

答
（
市
長
）�

　

平
成
29
年
度
末
の
市
営

住
宅
へ
の
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
入
居
状
況
は
、
３

４
３
世
帯
中
１
３
９
世
帯

で
、
う
ち
単
身
世
帯
が
82

世
帯
で
半
分
以
上
と
な
っ

て
い
る
。

　

市
内
民
間
ア
パ
ー
ト
等

で
暮
ら
し
て
い
る
65
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

は
、
住
民
基
本
台
帳
情
報

か
ら
約
80
世
帯
と
見
込
ま

れ
る
。

問�

　

市
営
住
宅
に
お
け
る
、

高
齢
者
等
へ
の
家
賃
の
減

免
・
割
引
措
置
等
は
あ
る

の
か
。

答
（
市
長
）�

　

市
営
住
宅
は
公
営
住
宅

法
に
基
づ
く
住
宅
で
あ
る
。

家
賃
の
減
免
規
定
は
遠
野

市
営
住
宅
条
例
第
16
条
で

規
定
さ
れ
、
病
気
や
災
害

な
ど
特
別
な
事
情
が
あ
る

場
合
、
入
居
者
ご
と
に
具

体
的
事
由
に
よ
り
判
断
し

て
減
免
す
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
減
免
規
定
は
な
い
。

問�

　

市
営
住
宅
使
用
料
（
家

賃
）と
、福
祉
支
援
策
の
相

互
連
携
の
構
築
や
関
係
は
。

答
（
市
長
）�

　

家
賃
は
、
負
担
能
力
に

応
じ
た
適
切
な
徴
収
が
不

可
欠
で
あ
る
。

　

関
係
部
署
、
関
係
機
関

と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら

連
携
し
、
入
居
者
が
支
援

を
求
め
る
場
合
は
、
健
康

福
祉
の
里
・
担
当
の
建
設

課
・
民
生
委
員
・
地
区
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

う
ち
１
カ
所
を
除
き
全
て

水
洗
化
さ
れ
、
男
女
全
て

の
ト
イ
レ
に
洋
式
便
器
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
わ
や
か
ト
イ
レ
は
７

カ
所
全
て
が
水
洗
化
さ
れ

て
い
る
が
、
男
子
ト
イ
レ

に
洋
式
便
器
が
設
置
さ
れ

て
い
る
の
は
１
カ
所
だ
け

で
、
女
子
ト
イ
レ
は
全
て

洋
式
便
器
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。

問�

　

ト
イ
レ
か
ら
発
信
す
る

遠
野
の
魅
力
や
印
象
と
、

観
光
客
対
策
は
。

答
（
市
長
）�

　

地
方
の
魅
力
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
ト
イ
レ
を
位

置
づ
け
て
行
く
こ
と
も
必

要
で
あ
り
、
日
本
ト
イ
レ

学
会
な
ど
と
も
連
携
し
な

が
ら
手
立
て
を
講
じ
、
環

境
整
備
に
取
り
組
む
こ
と

が
行
政
の
役
割
と
考
え
る
。

問�

　

市
内
観
光
施
設
や
さ
わ

や
か
ト
イ
レ
の
水
洗
化

と
、
洋
式
便
器
化
の
現
状

実
態
は
。

答
（
市
長
）�

　

観
光
施
設
は
８
カ
所
の

市
営
住
宅
入
居
の

高
齢
者
へ
の
家
賃
支
援
を

公衆トイレから
発信する観光客対策は

瀧本 孝一  議員
（市民クラブ）

一問一答方式

問�

　

遠
野
地
方
の
ホ
ッ
プ
の

契
約
栽
培
が
始
ま
っ
て
55

年
が
経
過
し
た
が
、
こ
の

間
に
、
栽
培
面
積
が
１
１

２
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
25 

ヘ

ク
タ
ー
ル
に
、
生
産
量
は

２
２
９
ト
ン
か
ら
43
・
６

ト
ン
に
、
生
産
者
は
２
３

９
戸
か
ら
34
戸
に
そ
れ
ぞ

れ
ピ
ー
ク
時
か
ら
大
幅
な

減
少
と
な
っ
て
い
る
。
原

因
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え

て
い
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

要
因
は
、
昭
和
63
年
か

ら
の
大
手
ビ
ー
ル
会
社
の

減
反
政
策
、
生
産
者
の
高

齢
化
、
後
継
者
不
足
が
大

き
い
と
受
け
止
め
て
い

る
。
特
に
収
穫
時
に
一
時

的
で
は
あ
る
が
、
相
当
な

労
働
力
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
労
働
力
の
確
保
が
難

し
く
な
っ
て
き
た
こ
と

も
、
減
少
の
要
因
の
一
つ

で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

問�
　

市
内
で
生
産
拡
大
を
目

指
す
機
運
が
、
全
国
紙
や

地
方
紙
で
取
り
上
げ
ら
れ

紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
市

と
し
て
生
産
拡
大
へ
の
支

援
策
は
。

答
（
市
長
）�

　

平
成
27
年
度
以
降
、
６

人
の
新
規
就
農
者
が
約

４
・
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
圃

場
で
ホ
ッ
プ
栽
培
を
開
始

し
て
い
る
。
今
後
、
遠
野

ホ
ッ
プ
農
協
や
大
手
ビ
ー

ル
会
社
と
の
協
議
を
進

め
、
新
規
就
農
者
や
既
存

農
家
へ
の
誘
導
施
策
を
継

続
し
て
進
め
、
ホ
ッ
プ
栽

培
面
積
の
維
持
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問�

　

遠
野
特
産
農
業
セ
ン
タ

ー
が
整
備
さ
れ
て
以
降
、

乾
燥
機
４
基
を
は
じ
め
、

主
要
な
機
械
は
修
繕
等
で

対
応
し
て
き
て
い
る
。
修

繕
費
の
増
大
と
能
力
の
低

下
に
よ
り
組
合
員
へ
の
負

担
も
増
加
し
て
お
り
、
早

急
な
対
策
が
必
要
と
理
解

し
て
い
る
が
、市
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
対
応
方
針
を

検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

同
セ
ン
タ
ー
の
状
況
に

つ
い
て
は
、
担
当
課
か
ら

報
告
を
受
け
て
い
る
。
ベ

ル
ト
コ
ン
ベ
ア
の
摩
耗
を

は
じ
め
ボ
イ
ラ
ー
内
の
耐

熱
壁
の
損
傷
等
も
あ
る
と

伺
っ
て
い
る
。
今
回
の
ビ

ー
ル
の
里
構
想
に
お
い

て
、
生
産
者
、
ホ
ッ
プ
農

協
、
大
手
ビ
ー
ル
会
社
等

の
関
係
者
に
よ
る
安
定
的

な
生
産
体
制
が
構
築
さ
れ

ホ
ッ
プ
の
産
地
と
し
て
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
に
踏
み
出

す
こ
と
と
な
っ
た
。
市
と

し
て
は
、
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
を
し
っ
か
り
と
フ
ォ

ロ
ー
し
、「
ビ
ー
ル
の
里

遠
野
」
の
実
現
の
た
め
、

そ
の
役
割
を
担
う
決
意
で

あ
る
。

菊池　充  議員
（遠野一新会）

ホ
ッ
プ
の
里
づ
く
り
対
策
の

課
題
は

一問一答方式

市内に７カ所ある中のひとつの
さわやかトイレの外観

早急な整備が求められている遠野特産農業センター（ホップ乾燥施設）

男子便器の洋式化や全般的な
環境改善も早急に望まれる

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）


